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大
江
文
披
と
源
氏
物
語
秘
伝

108 

と
し
て
の

「
憧
談
と
の
ゐ
袋
』
冒
頭
話
l
i
|

「
奇
談
」
史
の
な
か
の
吋
怪
談
と
の
ゐ
袋
』

明
和
五
(
一
七
六
八
)
年
、
京
の
菊
屋
長
兵
衛
が
刊
行
し
た
大
江
文
放
の

「
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
は
、
現
状
で
は
一
応
(
前
期
)
読
本
に
分
類
さ
れ
る

(
吋
改
訂
臼
本
小
説
書
自
年
表
』
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
年
)
。
し
か
し
こ

れ
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
も
の
で
、
内
容
的
に
は
怪
異
小
説
の
系
諮
に
位
霞

づ
け
ら
れ
よ
う
し
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
四
分
の
一
一
一
が
仮

名
草
子
宮
型
般
車
』
(
吋
御
伽
物
諮
』
)
の
版
下
を
そ
の
ま
ま
使
う
か
、
少
し

の
改
変
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
仮
名
取
子
に
分
類
す

る
立
場
も
あ
り
え
よ
う
。

本
常
一
日
は
、
明
和
九
(
一
七
七
一
一
)
年
刊
行
の
力
八
増
書
籍
目
録
』
(
京
、

武
村
新
兵
衛
刊
)
の
分
類
で
は
「
奇
談
」
喬
一
七
十
六
部
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
「
奇
談
」
は
宝
暦
問
(
一
七
五
四
)
年
刊
行
の
『
新
増
書
籍
目
録
』

(
京
、
永
田
調
兵
衛
刊
)
で
は
じ
め
て
立
項
さ
れ
た
(
五
十
七
部
収
載
)

ジ
ャ
ン
ル
名
で
あ
り
、
明
和
の
書
籍
目
録
は
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
が
、
そ
こ
に

飯

洋

登
載
さ
れ
る
誉
回
は
、
現
行
の
文
学
史
で
い
え
ば
末
期
浮
世
草
子
の
一
部
・

談
義
本
・
初
期
読
本
・
仮
名
草
子
改
題
本
な
ど
を
含
ん
で
お
り
、
混
沌
と
し

て
い
る
。

事
保
か
ら
明
和
に
か
け
て
の
、
文
学
史
的
に
は
ジ
ャ
ン
ル
所
属
の
は
っ
き

り
し
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
外
形
的
に
は
お
お
む
ね
青
色
系
表
紙
半
紙
本
数

冊
で
短
編
説
話
集
の
形
式
を
持
つ
と
い
う
、
一
群
の
議
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
多
く
「
奇
談
」
寄
と
重
な
っ
て
く
る
。
た
だ
し
こ
の
中
に
は
、
現
在
の

「
奇
談
」
の
語
感
と
ち
が
う
テ
ク
ス
ト
も
少
な
く
な
い
。
ち
な
み
に
筆
者
は

当
時
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
奇
談
」
の
意
味
は
「
絡
(
あ
や
と
あ
る

「
談
(
か
た
り
と
の
弱
い
と
理
解
す
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

(2) 

い
る
。ま
た
現
行
の
文
学
史
と
絡
め
て
言
え
ば
次
の
よ
う
に
一
言
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
事
保
か
ら
明
和
に
か
け
て
「
奇
談
」
と
い
う
器
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
な

試
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
教
訓
州
談
義
に
特
化
し
た
談
義
本
、
色
談
義
に

特
化
し
た
初
湖
沼
落
本
、
白
話
小
説
を
取
り
入
れ
た
知
的
寓
震
の
初
郊
読
本
、



滑
稽
に
特
化
し
た
滑
稽
本
が
生
ま
れ
た
と
。

「
奇
談
」
史
を
仮
設
し
た
と
き
に
み
え
て
く
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
「
奇
談
」

史
の
一
蹴
」
(
吋
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
』
(
伊
井
春
樹
先
生
御
退

官
記
念
論
集
刊
行
会
一
縮
、
和
泉
書
院
、
一
一

O
O四
年
)
に
い
く
つ
か
述
べ
た
。

明
和
田
・
五
(
一
七
六
七
・
六
八
)
年
こ
ろ
か
ら
上
方
を
中
心
に
怪
談
ブ
ー

ム
と
称
す
べ
き
現
象
が
発
生
し
、
吋
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
が
そ
の
一
端
を
に
な

う
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
筆
者
は
さ
ら
に
、
「
奇
談
」
の
中
に
荘
予
の

寓
一
一
一
一
口
を
方
法
的
に
用
い
た
テ
ク
ス
ト
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
{
良
一
一
一
一
口
あ

る
い
は
{
畳
一
一
口
論
の
展
開
を
「
奇
談
」
史
の
中
に
追
跡
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
が
拍
稿
「
上
方
の
「
奇
談
」
設
と
寓
言
1

『
随
一
根
箪
』

第
部
話
を
例
に
i
」
(
「
上
方
文
嬰
研
究
」
第
一
号
、
二

O
O四
年
)
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
「
奇
談
」
警
の
中
で
も
江
戸
で
は
教
訓
を
主
窓
と
す
る
寓

言
が
多
い
の
に
対
し
、
上
方
で
は
、
街
学
的
な
学
説
を
主
意
と
す
る
寓
一
一
一
一
口
、

と
く
に
国
学
的
知
識
の
閲
擦
が
目
立
つ
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
具
体
的
事
例
と

し
て
賀
茂
真
淵
の
最
新
の
学
説
を
取
り
入
れ
た
、
明
和
七
(
一
七
七

O
)
年

京
銭
罷
七
郎
兵
衛
刊
吋
垣
根
草
』
第
四
話
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
江
文
披
著
「
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
は
、
金
四
十
話
中

一
一
一
十
話
が
、
仮
名
草
子

2
徳
蔵
官
十
』
所
収
話
の
潟
構
成
で
あ
る
が
、
十
話
は

文
披
が
新
た
に
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
巻
一
の
一
「
都
楽
楽

の
旧
地
ゆ
め
物
誌
の
事
」
(
以
下
「
猿
楽
ゆ
め
物
諮
問
」
と
称
す
る
)
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
が
、
本
話
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
書
名
の
由
来
と
な
っ
た
話
で

あ
り
、
他
の
収
談
話
と
か
な
り
異
な
る
色
合
い
を
も
っ
説
話
で
、
冒
頭
に
配

さ
れ
た
こ
と
か
ら
文
放
の
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
冒

頭
話
こ
そ
上
方
の
一
部
の
書
に
特
徴
的
な
、
古
典
に
か
か
わ
る
学

説
を
登
場
人
物
が
述
べ
る
と
い
う
〈
学
説
寓
言
〉
(
こ
の
呼
称
は
飯
倉
の
造

諮
問
)
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
本
舎
に
は
他
に
こ
の
よ
う
な
例
話
が
な
い
。

「
都
緊
楽
の
旧
地
ゆ
め
物
語
の
事
」
の
〈
学
説
寓
言
〉
性

管
見
の
限
り
「
衆
楽
ゆ
め
物
語
」
は
従
来
翻
字
が
公
に
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
本
稿
に
附
載
し
て
お
く
。
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

明
和
一
一
一
年
の
こ
と
、
都
の
東
岡
崎
に
、
龍
田
鴻
粛
と
い
う
有
徳
の
隠
士

が
い
た
。
和
歌
の
爽
義
を
論
じ
る
こ
と
が
好
き
で
、
源
氏
・
伊
勢
・
徒

然
・
古
今
な
ど
の
秘
事
を
語
っ
て
は
白
讃
顔
で
あ
っ
た
。
一
月
下
旬
、

松
山
春
南
・
治
田
立
庵
と
い
う
同
好
の
友
と
北
野
に
詣
で
た
帰
り
、
転

輪
寺
の
茶
所
で
、
旧
知
の
尼
崎
少
休
な
る
も
の
に
会
っ
た
。
一
二
人
は
猿

楽
の
用
地
に
あ
る
少
休
の
路
に
一
宿
す
る
。
夜
中
に
ゆ
り
お
こ
す
者
が

あ
り
、
一
同
に
自
を
覚
ま
し
て
見
れ
ば
、
上
下
を
着
し
た
少
人
が
枕
の

上
に
立
ち
、
周
囲
は
金
殿
玉
楼
に
変
わ
っ
て
い
る
。
少
人
に
引
き
立
て

ら
れ
て
奥
に
進
む
と
、
衣
冠
を
着
し
た
貴
人
が
鹿
し
、
左
お
に
列
践
す

る
人
々
も
い
た
。
何
人
か
と
開
う
と
、
豊
臣
秀
吉
と
目
下
た
ち
だ
と
い

う
。
秀
吉
は
一
一
一
人
を
召
し
て
、
『
源
氏
物
語
』
榊
巻
に
出
る
「
と
の
ゐ

も
の
の
袋
」
の
こ
と
を
下
問
さ
れ
る
。
鴻
粛
は
、
内
一
哀
の
宿
直
の
順
番

を
知
る
た
め
の
札
を
双
六
の
筒
の
よ
う
な
も
の
に
入
れ
た
の
だ
と
い
う

説
を
述
べ
る
が
、
秀
吉
は
こ
れ
を
否
定
し
、
『
水
千
部
王
記
』
を
引
い
て
、

宿
衣
の
袋
の
こ
と
で
あ
る
と
説
き
、
一
一
一
人
に
伝
授
秘
伝
な
ど
と
人
を
ま

ど
わ
す
事
な
か
れ
と
戒
め
る
。
一
一
一
人
は
恐
れ
て
汗
を
か
き
御
前
を
立
つ
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と
、
た
ち
ま
ち
夢
か
ら
覚
め
た
。
一
一
一
人
同
夢
の
こ
と
を
少
休
に
諮
る
と
、

少
休
は
、
客
を
泊
め
る
た
び
に
十
人
が
十
人
太
閣
の
猿
楽
の
御
所
に
参

る
夢
を
見
る
、
そ
れ
も
奥
の
一
間
に
臥
す
時
に
限
る
と
一
諮
っ
た
と
い
う
。

説
話
は
単
純
な
構
成
だ
が
、
夢
中
問
答
の
中
で
登
場
人
物
に
学
説
を
語
ら

せ
る
と
い
う
、
典
型
的
な
禽
一
一
一
一
口
の
方
法
で
脅
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
い
え
ば
上
方
の
「
奇
談
」
に
頻
出
す
る
〈
学
説
禽
一
世
口
〉
に
他
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
後
藤
丹
治
は
〈
学
説
禽
言
〉
の

7
m烈
型
と
も
い
え
る
吋
雨
月
物

語
』
「
仏
法
僧
」
に
本
話
の
影
響
を
見
て
い
る
(
「
雨
月
物
語
原
拠
私
考
」

辺
主
人
関
文
」
一
九
五
八
年
一
月
号
)
。

文
披
自
身
は
寓
一
宮
口
に
つ
い
て
ど
う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
か
。
水
谷
不

倒
「
業
嬰
紙
と
読
本
の
研
究
』
(
一
九
一
一
一
四
年
初
版
、
本
稿
で
の
引
用
は

吋
水
谷
不
倒
著
作
集
〈
第
二
巻
〉
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
一
一
年
)
は
彼
の
作

品
を
侠
斎
樗
山
と
と
も
に
「
潟
意
小
説
」
の
仲
陪
に
入
れ
て
い
る
。
「
別
に

分
明
な
窓
味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
物
に
托
し
て
説
を
な
す

も
の
、
又
或
学
説
を
敷
街
す
る
為
に
、
戯
作
の
体
を
仮
り
た
も
の
の
如
き
を

い
ふ
。
郎
ち
侠
斎
樗
山
の
吋
閉
会
荘
子
』
の
類
で
あ
る
」
と
「
寓
意
小
説
」

を
説
明
す
る
が
、
こ
れ
は
寓
言
の
方
法
を
用
い
た
「
小
説
」
と
い
う
こ
と
に

他
な
ら
な
い
。
さ
す
が
に
慧
線
で
あ
っ
た
。
文
波
の
吋
抜
参
残
夢
噺
』
(
明

和
八
〈
一
七
七
一
〉
年
、
京
刊
)
は
、
明
和
八
年
に
大
流
行
し
た
お
か
げ
参

り
の
批
判
書
で
あ
る
『
抜
参
夢
物
語
』
(
是
道
子
作
、
明
和
八
年
利
)
へ
の

反
論
と
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
に
は
「
自
宅
息
子
が
神
に
託

し
僧
に
寓
る
議
語
も
」
と
、
「
寓
」
の
字
を
用
い
て
、
『
抜
参
夢
物
一
地
附
』
を
寓

言
と
し
て
捉
え
た
一
節
が
見
え
る
。
文
波
も
ま
た
猿
国
彦
と
弘
法
大
師
の
問

答
と
し
て
『
抜
参
残
夢
噺
』
を
構
成
し
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
寓
設
の
方
法

を
意
識
的
に
用
い
て
い
た
と
一
一
口
悶
え
よ
う
。
ま
た
、
吋
成
仙
玉
一
口
玄
談
』
(
天

明
五
〈
一
七
八
五
〉
年
、
京
刊
)
で
は
、
守
一
仙
人
を
登
場
さ
せ
、
聞
き
手

は
く
り
k
う

に
も
第
良
と
い
う
魅
力
的
な
人
物
を
配
し
て
、
「
和
荘
兵
衛
』
(
遊
谷
子
作
、

安
永
一
一
一
〈
一
七
七
凶
〉
年
、
京
刊
)
の
続
編
を
装
い
な
が
ら
、
あ
く
の
強
い

神
仙
教
の
数
理
を
説
く
。
途
中
守
一
仙
人
は
文
披
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
を
暴

露
し
て
し
ま
う
場
面
が
あ
っ
て
小
説
的
結
構
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

寓
言
の
方
法
か
ら
い
え
ば
実
は
問
題
は
な
い
。
虚
構
の
人
物
が
作
者
と
化
す

あ
た
り
、
む
し
ろ
〈
学
説
寓
一
一
一
一
口
〉
の
方
法
を
熟
知
す
る
書
き
手
な
ら
で
は
と

思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

「
衆
楽
ゆ
め
物
諮
」
は
一
聞
で
は
気
質
物
浮
世
車
子
的
な
役
務
を
持
ち
、

一
面
で
は
談
義
本
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
有
徳
町
人
の
学
問
好
き
・
秘
伝

志
向
を
描
く
の
は
気
質
物
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
戒
め
ら
れ
る
と
い
う
形
は
談

義
本
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
当
段
下
手
談
義
』
や
禁
出
し
た
そ
の
追
随
作

と
比
べ
る
と
、
学
問
の
内
容
、
つ
ま
り
学
説
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
上
方
初
期
読
本
に
通
じ
る
。
〈
学
説
寓
一
一
一
一
口
〉
と
呼
ぶ

所
以
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
潟
月
物
語
』
の
「
仏
法
僧
」
ら
は
考
証
的
議
論

が
顕
わ
で
、
小
説
的
な
結
構
を
破
壊
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
後
半
が

「
宿
泊
…
物
の
袋
」
の
考
説
で
占
め
ら
れ
る
本
話
も
そ
の
部
分
が
突
出
し
す
ぎ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
作
者
の
主
意
は
、
小
説
的
結
構
よ
り
も
む

し
ろ
そ
の
学
説
の
開
陳
に
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
そ
れ
が
寓
言
と
い
う
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

潟一…一一口とは、
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に
淵
源
し
、
作
者
の
思
想
(
尚
早
J
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理
・
・
償
問
削
)
を
、
虚
構
の
人
物
(
動
物
)
や
神
仏
あ
る
い
は
古
人
に

託
し
て
諮
る
表
現
方
法
で
あ
る
と
、
こ
こ
で
は
言
っ
て
お
こ
う
。
そ
れ
を
自

己
の
著
作
の
方
法
と
し
て
諮
る
の
は
鉄
斎
樗
山
『
閉
会
荘
子
』
(
古
子
保
十
二

〈
一
七
二
七
〉
年
、
江
戸
刊
)
以
米
、
談
義
本
・
初
州
知
読
本
の
序
文
等
に
見

ら
れ
る
。
作
者
の
意
克
を
仮
託
す
る
人
物
が
秀
吉
で
あ
る
こ
と
に
何
か
意
味

が
あ
る
の
か
は
後
述
す
る
。
た
だ
、
彼
ら
を
自
宅
に
招
い
た
少
休
の
名
は
、

秀
吉
に
近
か
っ
た
利
休
と
そ
の
嫡
男
の
少
庵
を
合
成
し
た
名
で
あ
ろ
う
。
ま

た
基
本
的
に
は
「
宿
蔵
政
』
の
改
題
本
で
あ
る
『
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
が
新
た

に
増
補
し
た
十
話
の
う
ち
、
巻
四
の
一
に
は
豊
臣
秀
次
が
登
場
す
る
「
伏
見

桃
山
亡
霊
行
列
の
事
」
(
こ
れ
も
「
仏
法
僧
」
の
典
拠
と
さ
れ
る
話
)
が
あ

る
こ
と
も
留
意
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
聞
き
手
の
鴻
斎
・
春
甫
・
立
庵
と
い
う

人
物
設
定
に
つ
い
て
も
な
ん
ら
か
の
意
味
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
し
、
開

き
手
の
モ
デ
ル
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
突
き
止

め
て
い
な
い
。

「
凸
街
直
物
の
袋
」
は
「
楊
名
介
」
「
ね
の
こ
の
餅
」
と
並
ん
で
「
源
氏
物
語

一
一
一
筒
秘
伝
」
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
。
「
秘
事
」
を
物
知
り
顔
に
白
ご
ろ
語
っ

て
い
た
鴻
斎
に
と
っ
て
は
、
趨
蓄
を
試
す
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
る
。
秀
吉

に
言
上
し
た
「
滋
説
」
は
次
の
綴
な
も
の
で
あ
っ
た
。

と
の
ゐ
も
の
L

袋
と
中
は
大
内
に
て
悉
を
い
た
す
我
役
の
次
第
を
し
ら

ん
た
め
に
札
の
や
う
に
け
づ
り
双
六
の
筒
の
や
う
な
る
物
に
入
て
持
を

中
也
。
源
氏
の
零
落
せ
ら
れ
し
時
分
に
て
候
へ
ば
左
様
の
ば
ん
な
ど
も

な
き
よ
し
を
取
に
て
候
な
ら
ん
。

こ
の
説
と
同
様
の
説
を
知
ら
な
い
が
、
「
札
」

五
々
は
『
河
海
抄
』
に
「
殿

上
人
宿
直
人
の
名
字
か
き
た
る
簡
号
日
給
約
を
納
む
る
袋
の
事
な
り
一
五
々

と
い
う
の
を
敷
俗
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
秀
吉
は
「
そ
れ
こ
そ
大
き
に
心
得
た
が
え
る
事
な
り
」
と

喝
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

十
字
部
王
記
に
天
腹
九
年
九
月
十
日
蔵
人
布
衛
門
尉
中
原
助
信
が
宿
直
の

袋
を
詔
し
て
裂
り
給
ふ
と
あ
り
。
是
は
主
上
殿
上
の
侍
に
お
は
し
ま
し

て
助
告
が
身
に
し
た
が
ふ
袋
の
中
の
紅
急
す
こ
ぶ
る
深
か
り
し
を
御
覧

じ
て
認
し
て
裂
し
め
給
ふ
と
ぞ
。
此
記
に
は
つ
』
み
と
有
り
。
援
の
字

を
つ
L

み
と
よ
む
。
た
Y
宿
衣
の
袋
の
事
な
り
。
こ
れ
を
源
氏
に
と
の

ゐ
す
る
も
の
も
や
う
/
1
1
稀
に
な
り
し
と
い
は
ん
と
て
と
の
ゐ
も
の
〉

袋
お
さ
/
¥
み
え
ず
と
は
書
け
り
。
若
紫
の
巻
に
も
宿
直
袋
と
り
に
つ

か
は
す
と
あ
り
て
、
こ
と
な
る
義
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
秘
事
と
云
伝
へ

た
り
。の
説
は
紛
れ
も
な
く
一
条
兼
良
町
源
語
秘
訣
』
の
説
の
丸
取
り
で

あ
っ
た
。
文
波
が
伝
授
を
受
け
た
「
源
一
諮
秘
決
之
写
」
(
内
線
記
念
く
す
り

博
物
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
一
一
一
笛
大
事
』
中
に
引
用
、
こ
の
本
に
つ
い
て
は
後

述
)
の
本
文
で
引
用
す
る
。

北
山
抄
云
至
子
近
衛
次
将
帯
抑
制
上
級
無
妨
何
宿
侍
之
時
副
於
宿
物
持
上

ムツ~。
李
部
王
記
、
天
慶
九
年
九
月
十
日
謂
裂
蔵
人
お
衛
門
尉
中
原
劫
信
宿
直
衣

一
五
云
昨
夕
主
上
御
殿
上
侍
披
見
劫
信
可
随
身
之
丞
中
衣
紅
色
頗
深
的
街

破
或
一
五
街
衣
私
物
非
人
主
可
問
看
頗
渉
荷
(
イ
苛
)
酷
云
云
。

今
案
と
の
ゐ
物
の
袋
の
事
宿
衣
の
袋
也
ふ
く
ろ
を
ば
つ
L

み
共
い
ふ
故
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に
李
部
王
記
に
は
つ
つ
み
と
あ
り
。
懇
の
字
を
ば
剖
つ
L

み
共
よ
む
也
。

さ
ぶ
ら
ひ
は
殿
上
を
い
ふ
こ
条
続
の
殿
上
な
り
街
践
す
る
人
も
漸
稀
に

な
る
と
い
は
ん
と
て
と
の
ゐ
も
の
L

ふ
く
ろ
お
さ
/
¥
見
え
す
と
は
か

け
り
。
若
む
ら
さ
き
の
巻
に
も
と
の
ゐ
も
の
と
り
に
つ
か
は
す
と
あ
り
。

こ
と
な
る
事
も
な
き
を
秘
事
が
ま
し
く
い
へ
る
。
今
吏
一
広
あ
ら
は
さ
む

も
い
か
Y
な
れ
ば
別
の
見
を
し
る
す
物
色
々
の
説
あ
り
。
い
づ
れ
も
皆

誤
也
。
信
用
す
べ
か
ら
ず
。
(
傍
線
飯
倉
)

一
一
口
問
は
、
夢
中
問
答
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
一
一
人
間
夢
と
い
う
趣

向
は
珍
し
い
。
『
繁
野
話
』
(
明
和
三
〈
一
七
六
六
〉
年
)
第
一
一
一
編
「
紀
の
関

守
が
霊
弓
一
日
一
白
鳥
に
化
す
る
沼
恒
に
一
一
一
人
同
夢
の
話
が
あ
り
、
こ
れ
に
影

響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
西
郷
信
欄
制
「
ぢ
代
人
と
夢
』
(
平
凡
社
、

一
九
七
二
年
)
に
よ
れ
ば
、
一
一
人
間
夢
、
一
一
一
人
間
夢
は
最
も
信
じ
ら
れ
る
べ

き
夢
で
あ
っ
た
。
こ
こ
も
怪
異
性
を
強
め
る
と
と
も
に
、
鴻
粛
ら
に
と
っ
て

秀
吉
の
言
説
に
重
み
を
持
た
せ
る
意
味
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

文
披
と
源
氏
物
語

い
っ
た
い
作
者
文
披
は
『
泌
氏
物
語
』
の
秘
説
等
に
ど
の
程
度
通
暁
し
て

い
た
の
か
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
資
料
が
あ
る
。

そ
れ
は
先
述
し
た
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
『
源
氏
物
語
一
一
一
筒
大

事
』
で
あ
る
。
同
容
は
半
紙
本
墨
付
四
十
一
丁
の
写
本
。
外
題
は
な
く
、
①

「
源
氏
物
語
一
一
一
衛
大
事
」
(
「
称
名
院
殿
御

8
筆
之
写
」
・
「
又
一
流
伝
授
之

写
」
・
「
源
語
秘
決
之
」
よ
り
一
一
一
筒
大
事
に
関
わ
る
部
分
を
抄
出
し
た
も
の
。

呂
琢
よ
り
寛
佐
へ
伝
授
、
寛
佐
よ
り
四
回
通
へ
伝
授
)
、
②
「
古
今
和
歌
集
議

(
世
田
市
常
縁
よ
り
宗
紙
へ
伝
授
)
、
③
「
百
人
一
首
五
首
秘
決
切
隅
」

(
貞
徳
・
盤
粛
の
在
判
)
、
④
「
伊
勢
物
語
七
ケ
之
大
事
」
(
貞
徳
・
擦
務
伝

授
、
天
和
ニ
年
夢
鴎
写
)
、
⑤
「
徒
然
草
一
一
一
筒
之
秘
決
」
、
@
「
源
氏
物
議
一
一
一

箇
之
大
事
・
徒
然
草
一
一
一
箇
の
秘
決
」
(
源
氏
物
語
は
笑
降
↓
兼
良
↓
尚
柏
↓

宗
泊
と
伝
授
さ
れ
た
も
の
、
徒
然
草
は
良
徳
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
)
か
ら

成
る
。
そ
し
て
全
体
の
巻
末
識
語
(
栢
伝
奥
窪
田
)
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

右
源
氏
物
語
古
今
集
百
人
一
首
伊
勢
物
諮
徒
然
議
等
の
秘
設
予
従
和
歌

之
師
似
雲
閣
，
伝
授
之
一
治
今
依
懇
望
令
警
官
守
秘
授
之
滋
不

可
許
再
伝
者
也
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大
江
犀
弼
書
之
(
印
)

回
(
江
氏
霞
弼
)
回
(
文
波
之
章
)

安
永
九
庚
子
/
七
丹
中
旬

伝
来
所
蔵
書
今
亦
依
懇
望
再
伝
者
也

紫
燕
藤
重
点
(
花
押
)

天
明
六
丙
午
下
冬

署
名
の
下
に
は
亀
と
蛇
を
あ
し
ら
っ
た
花
押
嵐
の
翠
印
。
ふ
た
つ
の
朱
印

と
と
も
に
文
放
の
他
著
作
に
見
え
る
も
の
で
も
あ
り
、
こ
の
奥
書
一
が
文
波
自

筆
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
文
披
は
源
氏
物
語
・
古
今
集
・
百
人
一
首
・
伊
勢
物
語
・

徒
然
襲
等
の
秘
説
を
和
歌
の
姉
似
雲
か
ら
伝
授
さ
れ
て
い
た
、
そ
し
て
懇
望

に
よ
っ
て
今
そ
れ
を
伝
授
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
似
雲
は
安
芸
広
島
の
鴎



人
河
村
彦
右
衛
門
の
男
。
一
一
一
十
七
歳
で
出
家
し
て
源
光
寺
住
職
と
な
る
が
、

そ
の
後
上
京
し
て
武
者
小
路
実
陰
に
和
歌
を
学
ん
だ
。
文
披
の
奥
舎
に
見
え

(
6
)
 

る
よ
う
に
「
今
西
行
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
文
披
が
和
歌
を
似
雲
に
学
ん
だ
こ

と
は
寡
間
に
し
て
知
ら
な
い
。
伝
記
資
料
の
之
し
い
文
披
の
一
屈
を
知
る
賞

震
な
資
料
で
あ
ろ
う
。
似
雲
は
宝
謄
三
(
一
七
五
三
)
年
に
没
し
て
い
る
の

で
、
伝
授
を
受
け
た
と
す
れ
ば
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
は
寛
政
二

(
一
七
九

O
)
年
に
ふ
ハ
十
余
歳
で
没
し
た
と
い
う
(
一
字
年
は
不
明
)
文
披
の

ニ
十
代
く
ら
い
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

笑
陰
の
和
歌
に
つ
い
て
の
一
一
一
一
口
説
を
似
裳
が
開
き
書
き
し
た
吋
詞
林
拾
葉
』

虫
学
保
三
(
一
七
一
八
)
年
二
月
十
九
日
の
項
に
、

烏
丸
光
栄
朝
間
以
御
相
対
御
物
一
訟
を
き
h

し
に
苫
源
氏
』
に
は
き
っ
と

極
り
た
る
切
紙
も
な
し
。
吋
伊
勢
物
語
』
は
切
紙
あ
り
。
翠
覚
、
吋
源
一
泊
四

秘
訣
』
に
て
皆
す
み
市
候
。
然
共
同
芯
に
て
す
む
と
云
事
も
人
に
申
さ
ぬ

事
に
て
御
陵
候
。
(
下
略
)
と」

と
あ
る
の
も
「
源
語
秘
訣
』
第
一
工
中

と
、
山
一
息
上
か
ら
地
下
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
秘
伝
(
『
源
認
秘
訣
』
自
体

が
延
宝
年
間
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
比
較
的
広
く
読
ま
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
の
で
、
「
秘
伝
」
と
い
う
に
は
実
際
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
だ
ろ
う
が
)

が
、
〈
学
説
潟
一
一
一
一
口
〉
と
し
て
間
開
陳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
怪
談
と
の
ゐ
袋
」

の
読
者
岡
崎
と
し
て
ど
の
よ
う
な
附
胞
を
想
定
す
る
か
と
い
う
問
題
と
関
わ
る
が
、

詰
笠
間
秘
訣
』
説
を
述
べ
る
部
分
は
文
放
の
街
学
と
於
持
と
を
思
わ
せ
る
部

分
だ
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
ひ
と
つ
問
題
と
し
て
残
る
の
は
、
な
ぜ
秀
吉
に
仮
託
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
秀
吉
は
連
歌
や
能
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
源
氏
物
語

秘
伝
を
は
じ
め
と
す
る
歌
学
に
詳
し
い
人
間
だ
と
思
う
者
は
当
時
の
読
者
の

(
?
)
 

中
に
も
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
般
的
な
寓
一
言
の
効
果
か
ら
い
っ
て
、
こ
こ

で
秀
志
が
源
語
秘
説
を
語
る
効
楽
は
期
待
で
き
な
い
。
一
条
兼
良
や
紹
巴
な

ど
が
出
て
き
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
あ
え
て
秀
吉
に
仮
託
し

た
理
由
は
、
正
し
い
説
を
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
秀
吉
自
'
身
が
吋
源
語
秘

訣
』
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
程
度
の
生
半
可
な
知
識
し
か
な
い
こ
と
、
つ
ま

り
は
鴻
溺
ら
と
同
類
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
暗
に
示
し
、
源
氏
物
語
秘
伝
の
学

説
が
諸
説
紛
紛
で
あ
る
こ
と
の
無
意
味
さ
を
寓
意
し
た
と
取
れ
な
い
こ
と
も

な
い
。
文
披
自
身
に
毒
が
回
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
学
説
が
生
な
か
た
ち
で
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
こ
の
テ
ク

ス
ト
の
最
大
の
問
題
提
起
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

四

浮
世
草
子
に
搭
か
れ
る
歌
学
晴
好

こ
う
い
う
〈
学
説
寓
一
一
一
一
口
〉
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、
学
聞
が
風
俗
的
に
も

流
行
す
る
と
い
う
時
代
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
歌
学
に
お
け

る
地
下
の
台
頭
、
古
典
学
の
庶
民
隠
へ
の
浸
透
な
ど
が
近
世
中
期
に
顕
著
に

現
れ
、
こ
れ
を
材
と
し
た
浮
世
草
子
も
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

其
閉
鎖
『
世
間
子
怠
気
質
』
(
正
徳
五
〈
一
七
一
五
〉
年
、
京
刊
)
巻
三
の

一
「
世
間
の
人
に
鼻
毛
を
よ
ま
る
L

歌
人
気
質
」
は
、
歌
学
好
き
な
江
戸
の

商
人
助
太
郎
が
、
船
遊
山
の
折
に
和
歌
を
詠
ん
だ
と
き
、
公
家
に
添
削
を
お

願
い
す
れ
ば
ど
う
か
と
太
鼓
持
ち
の
道
鉄
に
勧
め
ら
れ
て
そ
の
気
に
な
り
、

道
鉄
に
旅
費
ま
で
与
え
て
公
家
へ
の
仲
介
を
依
頼
す
る
。
京
都
見
物
だ
け
を
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し
て
帰
っ
て
き
た
道
鉄
の
「
公
家
様
は
助
太
郎
の
詠
み
ぶ
り
の
卑
し
さ
を
指

摘
さ
れ
た
」
と
い
う
で
た
ら
め
を
真
に
受
け
、
以
米
町
人
と
し
て
の
生
活
を

嫌
い
、
公
家
も
ど
き
の
生
活
に
明
け
暮
れ
て
渡
世
の
こ
と
に
か
ま
わ
ず
、
身

を
持
ち
崩
す
と
い
う
話
で
あ
る
。
町
人
の
公
家
文
化
へ
の
憧
れ
を
継
端
に
描

い
た
も
の
で
あ
る
。

多
盟
問
嶺
「
大
系
図
蝦
夷
噺
』
(
寛
保
四
〈
一
七
凶
四
〉
年
、
京
刊
)
巻

二
の
二
「
歌
学
の
宗
匠
は
蚊
の
歌
袋
」
は
、
数
の
道
を
志
し
て
洛
外
に
賂
を

結
ん
で
い
る
元
商
人
の
随
雲
法
師
が
、
格
好
だ
け
で
歌
学
の
実
力
も
な
く
、

生
半
可
な
知
識
で
恥
を
さ
ら
し
な
が
ら
も
、
回
行
に
自
ら
を
擬
し
、
滝
口
す
を

東
行
路
と
す
る
な
ど
の
歌
人
気
取
り
を
、
篭
隠
し
な
が
ら
顔
を
黒
く
日
焼
け

さ
せ
て
旅
帰
り
を
装
っ
た
と
い
う
能
図
の
説
話
(
吋
十
前
抄
』
な
ど
)
を
摂

り
入
れ
て
榔
捻
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
随
雲
は
元
商
人
で
僧
と
な
っ
て

歌
道
に
志
し
、
北
嵯
峨
に
踏
を
結
び
、
「
今
回
行
」
を
気
取
っ
た
と
い
う
文

波
の
師
似
雲
そ
の
人
が
モ
デ
ル
で
あ
ろ
う
。
「
名
を
好
め
る
人
」
(
吋
近
世
隣

人
伝
』
)
と
一
一
一
一
悶
わ
れ
た
似
司
会
が
南
嶺
の
謝
料
の
標
的
と
な
る
こ
と
は
十
分
考

(
8
)
 

え
ら
れ
て
よ
い
。

さ
ら
に
注
白
す
べ
き
は
秋
成
の
浮
世
車
子
吋
諸
道
聴
聞
世
間
狙
』
(
明
和

一
一
一
〈
一
七
六
六
〉
年
、
大
坂
刊
)
巻
践
の
一
「
兄
弟
は
気
の
あ
は
ぬ
他
人
の

始
」
で
あ
る
。
奈
良
の
町
に
軒
を
並
べ
る
岡
市
出
商
人
鵜
鰐
や
伊
左
衛
門
・
伊
兵

衛
の
兄
弟
は
対
照
的
な
気
質
。
兄
は
世
渡
り
の
心
が
け
よ
い
者
醤
気
質
、
弟

は
万
事
に
高
尚
を
好
む
風
雅
志
向
。
そ
の
弟
は
、
能
を
「
今
森
」
(
金
森
)

に
師
事
し
、
「
連
歌
は
京
の
花
の
も
と
に
入
門
し
て
」
「
何
事
を
稽
ぢ
し
で
も

最
初
か
ら
論
が
つ
き
過
で
、
無
妥
の
事
に
念
を
入
れ
て
、
金
銀
を
積
で
も
伝

授
と
い
ふ
程
の
事
さ
ら
へ
て
し
ま
は
ね
ば
気
が
済
」
ま
な
い
性
癖
で

の
三
鳥
一
一
一
水
・
源
氏
物
語
に
一
一
一
箆
の
伝
・
勢
認
に
七
箇
の
大
事
と
残
り
な
く

伝
え
得
」
た
男
で
あ
る
。
辺
派
内
柏
木
ゆ
め
物
語
」
の
鴻
瀦
そ
の
も
の
だ
と
言
っ

て
過
一
一
一
一
口
で
は
な
い
。

浮
世
草
子
に
繰
り
返
し
捕
か
れ
た
、
歌
学
志
向
、
上
流
志
向
の
町
人
の
風

雅
気
質
。
「
衆
楽
ゆ
め
物
一
治
」
は
そ
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
だ
が
、
そ
の
風
雅
を
郷
捻
す
る
だ
け
で
は
な
く
直
接
戒
め
る
秀
吉
が
設

場
す
る
。
こ
れ
は
談
義
本
的
な
色
彩
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、

「
宿
直
物
の
袋
」
の
正
解
を
、
自
説
で
は
な
い
に
し
ろ
、
自
ら
受
け
た
伝
授

の
説
と
し
て
詳
し
く
展
開
す
る
の
は
、
学
説
を
登
場
人
物
に
一
紛
ら
せ
る
街
学

的
な
〈
学
説
寓
倍
一
口
〉
で
あ
り
、
都
質
庭
鐙
の
初
期
読
本
三
部
作
ゃ
、
秋
成
の

「
雨
月
物
語
』
「
仏
法
僧
」
な
ど
に
共
通
す
る
方
法
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
一
一
お
え
ば
、
「
取
品
川
楽
ゆ
め
物
語
」
は
、

浮
世
草
子
か
ら
初
期
読
本
へ
の
過
渡
期
に
位
置
す
る
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は

そ
れ
を
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
奇
談
」
の
性
絡
と
捉
え
て
よ
い
と
思
う
。
浮

殴
草
子
か
ら
初
期
読
本
へ
の
過
程
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
見
ら
れ
、
従
来

の
文
学
史
家
を
悩
ま
し
て
い
た
の
だ
が
、
「
奇
談
」
を
仮
設
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
現
象
を
「
奇
談
」
に
特
徴
的
な
現
象
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
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五

〈
学
説
寓
言
〉
の
系
譜
i
「
奇
談
」
史
の
一
面
l

は
、
浮
位
車
子
に
は
な
く
読
本
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

突
然
現
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
奇
談
」
と
い
う
器
の
中
で
滋
成
さ
れ
る
の



で
あ
り
、
そ
れ
は
「
奇
談
」
史
の
一
面
で
も
あ
る
の
だ
。
だ
か
ら
「
奇
談
」

史
の
中
に
、
〈
学
説
寓
一
一
一
一
口
〉
の
諸
相
・
成
長
を
党
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
た
と
え
ば
学
説
の
内
容
が
、
旧
説
の
丸
取
り
か
ら
新
説
の
引
用
へ
、
自

説
を
仮
託
す
る
場
合
も
荒
唐
無
稽
な
も
の
か
ら
校
自
に
値
す
る
よ
う
な
も
の

へ
と
い
う
成
長
を
で
あ
る
。
む
ろ
ん
過
渡
期
の
こ
と
ゆ
え
、
そ
れ
は
時
系
列

を
追
っ
て
整
然
と
現
れ
て
は
こ
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
歌
学
や
源
氏
物

語
関
係
の
も
の
を
例
に
考
え
て
み
る
。

吋
新
斎
夜
話
』
(
梅
制
服
主
入
者
、
安
永
閉
会
七
七
五
〉
年
、
大
坂
刊
)
は

九
話
中
七
話
が
〈
尚
子
説
寓
一
言
〉
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
日

本
古
典
論
は
第
六
話
(
徒
然
車
)
・
第
八
話
(
源
氏
物
語
)
で
あ
る
が
、
第

六
話
に
つ
い
て
は
徳
田
武
が
吋
当
世
下
手
談
義
』
巻
山
「
鵜
殿
退
ト
徒
然
草

講
談
の
事
」
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
、
初
期
読
本
と
談
義
本
の
交
渉
と
い
う

視
点
を
提
示
し
て
い
る
(
「
新
斎
夜
一
誌
と
談
義
本
」
吋
日
本
近
世
小
説
と
中
国

小
説
』
背
裳
堂
書
出
始
、
一
九
八
七
年
)
。
源
氏
物
語
が
題
材
と
な
る
第
八
話

「
嵯
峨
の
隠
士
一
一
一
光
院
殿
を
詰
る
」
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三
候
剖
笑
澄
(
U
H

笑
校
。
吋
明
星
抄
い
を
者
す
)
は
当
家
一
一
一
代
に
わ
た

る
偉
業
で
あ
る
源
氏
物
語
注
釈
に
力
を
尽
く
し
た
が
、
晩
年
に
官
を
辞

し
、
制
限
織
に
隠
棲
す
る
。
あ
る
日
山
路
を
歩
く
途
中
、
草
庵
に
七
十
余

の
隠
者
が
あ
っ
た
。
器
者
は
年
来
源
氏
物
語
を
読
ん
で
い
る
と
い
い
、

三
候
路
綴
と
知
る
や
、
千
載
一
遇
の
機
会
と
日
ご
ろ
の
疑
問
問
を
述
べ
て

教
え
を
乞
う
。
①
冒
頭
に
「
い
づ
れ
の
御
時
」
と
脅
か
れ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。
争
紅
葉
賀
巻
に
「
お
そ
ろ
し
く
も
、
か
た
じ
け
な
く
も
、
う

れ
し
く
も
、
あ
は
れ
に
も
」
と
書
い
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

③
紫
式
部
が
石
山
寺
に
通
夜
し
て
仏
前
の
般
活
経
に
須
磨
明
石
巻
を
惑

い
た
と
い
う
税
は
ど
う
か
。
実
澄
の
答
え
は
中
位
源
氏
学
の
常
識
を
踏

ま
え
た
答
え
だ
っ
た
が
、
阿
問
者
は
そ
の
答
え
に
不
満
で
あ
り
、
「
そ
う

い
う
答
え
な
ら
、
河
海
抄
・
花
鳥
余
情
に
も
記
し
て
い
る
」
と
い
う
。

実
澄
は
逆
に
隠
者
に
説
あ
り
や
と
問
う
。
①
に
つ
い
て
は
桐
査
は
玄
宗

に
吏
衣
は
錫
貴
妃
に
准
ぜ
ら
れ
る
の
で
腿
化
し
た
。
②
は
源
氏
の
御
心

の
、
自
ら
の
身
の
上
お
そ
ろ
し
く
、
御
門
の
事
が
か
た
じ
け
な
く
、
冷

泉
院
が
生
ま
れ
た
の
が
う
れ
し
く
、
機
査
の
御
心
を
お
も
い
や
っ
て
哀

れ
に
思
っ
た
の
だ
と
い
う
。
③
は
、
源
氏
物
一
議
は
寓
一
一
一
一
口
に
し
て
、
な
き

と
こ
ろ
に
事
を
設
け
る
の
で
、
空
郎
是
酷
で
あ
る
。
色
即
是
空
を
説
く

般
若
経
の
裏
を
返
し
た
の
だ
と
。
こ
の
珍
説
に
実
澄
も
閉
口
し
て
、

「
汝
の
説
は
裟
説
で
堂
上
家
に
は
用
い
な
い
」
と
い
う
。
隠
者
は
、
で

は
『
源
氏
秘
訣
』
の
「
子
の
こ
の
鋭
」
に
左
伝
の
終
燥
の
節
を
引
く
の

を
な
ぜ
磐
説
と
退
け
な
い
の
か
、
私
の
説
が
下
民
の
詞
だ
か
ら
応
い
な

い
の
は
大
遂
に
も
と
る
、
と
説
教
す
る
。

本
話
の
主
意
が
末
尾
の
「
下
民
の
詞
も
用
い
よ
」
の
部
分
に
あ
る
と
考
え

る
の
が
、
常
識
的
な
談
義
本
的
読
み
と
思
わ
れ
る
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
源
氏
私

解
の
間
関
陳
が
狙
い
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
源
諮
秘

訣
』
の
説
が
穿
ち
過
ぎ
だ
と
い
う
作
者
の
意
見
が
代
弁
さ
れ
て
い
る
の
が
注

意
さ
れ
る
。
辺
派
楽
ゆ
め
物
語
」
の
秀
吉
が
『
源
諮
秘
訣
』
に
拠
っ
て
い
た

こ
と
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
が
示
唆
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

前
掲
拙
稿
「
上
方
の
「
笥
談
」
者
と
寓
一
一
一
一
口
i
吋
垣
根
東
い
第
四
話
を
例
に

」

で

触

れ

た

、

(

明

和

七

三

七

七

O
〉
年
、
京
刊
)
第
四
話
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「

夜

際

業

平

文

海

に

託

し

て

菟

を

訴

ふ

る

事

」

も

で

あ

る

。

…
一
一
条
問
実
降
に
学
ん
だ
禅
僧
の
文
海
の
夢
中
に
、
在
原
業
平
が
現
わ
れ
、
伊

勢
物
語
や
業
平
の
「
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
た
っ
た
川
川
か
ら
く
れ
な
ゐ

に
水
く
く
る
と
は
」
の
和
歌
を
論
じ
る
。
伊
勢
物
語
の
解
釈
は
中
世
以
来
の

業
平
放
務
説
・
観
音
化
現
説
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
和
歌
の
解
釈
は
賀

茂
真
加
の
新
説
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
じ
た
。
学
説
が
生

な
形
で
議
論
さ
れ
る
わ
り
に
は
、
業
平
自
身
が
名
誉
回
山
復
を
試
み
る
と
い
う

趣
向
に
よ
っ
て
小
説
的
な
面
白
さ
を
壊
し
て
お
ら
ず
、
作
者
の
筆
力
を
感
じ

さ
せ
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
秋
成
の
「
ぬ
ば
玉
の
巻
」
(
安
、
氷
八
〈
一
七

七
九
〉
年
成
、
天
明
元
〈
一
七
八
一
〉
年
、
大
坂
よ
り
出
版
出
願
)
の
構
成

は
こ
の
第
四
一
誌
に
酷
似
し
て
い
る
。
表
に
し
て
示
す
と
次
の
遜

張二。二 答ι壬縄内y ・ 玉こ型E三 n答間内廿々・ 間生形式主
開き
話d
場所
fEa定il2x 寺Ft L し

手 手

くた玄
正す {勢物王芳五
夢中 海又 業平 三lffi乎七3 天 垣恨z苛

くつは 文
るた

問答
の

と }IIでr、 丸-
主も出主

はか と ろ
第」らる

玉業像jI のく干rt1
話
間

歌れ代
、J

のなも の
roit'ゐ閲 誤
釈にか

謬を
水ず

治m主主宰 「

iをすEi氏物三原五 54間公41 5 
機耳ミ〈 人 石明

足
総司

」、 lこ lま !ば 手IJ ぬ
」烏の の

ば

のがほ

( 柏門人) 肖

オミ 玉の
数等 くの と の

a巻~ nと 光 I:tt 
のゆ明

{源氏象
解釈 舟をく おjの甫

の
しの 5問2口

ぞ朝 u参

り
で
あ
る
。
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こ

う

し

て

み

れ

ば

、

「

ぬ

ば

玉

の

巻

」

も

ま

た

の

系

譜

に

連
な
る
。
『
春
雨
物
語
』
の
「
海
賊
」
も
ま
た
同
断
、
も
は
や
く
ど
く
ど
と

説
明
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
吋
春
雨
物
語
』
は
文
化
年
間
の
成
立
で
あ

り
、
私
の
い
う
「
奇
談
」
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
は
離
れ
る
が
、
「
奇
談
」
替
の

中
に
こ
の
一
編
が
お
か
れ
で
も
、
進
化
し
た
〈
学
説
寓
一
一
一
一
口
〉
と
し
て
抵
抗
な

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
と
き
、
日
本
古
典
を
題
材
と
し
た
〈
学
説
寓
一
言
〉

が
上
方
で
ひ
と
つ
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
上
方

の
「
奇
談
」
史
(
あ
る
い
は
「
奇
談
」
警
の
な
か
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
捉
え

る
こ
と
の
で
き
る
初
妨
読
本
)
の
一
臣
で
も
あ
る
。
江
戸
の
「
奇
談
」
替
で

こ
の
よ
う
な
も
の
が
皆
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
一
一
出
回
っ
て
よ

い
。
古
典
学
の
伝
統
を
担
う
堂
上
の
人
々
、
そ
れ
に
懐
れ
る
風
雅
芯
向
の
富

裕
何
人
の
存
在
を
背
景
に
も
つ
上
方
に
こ
そ
、
こ
の
系
譜
が
見
出
せ
る
の
は

当
然
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

業(
1
)

中
村
泰
彦
「
絞
姫
伝
と
階
草
紙
」
(
「
中
村
幸
彦
箸
述
集
〈
第
六
巻
〉
』
中

央
公
論
社
、
一
九
八
ニ
年
、
初
出
は
「
国
語
国
文
」
一
九
一
一
一
七
年
八
月
)
。

富
士
昭
雄
司
宿
霞
車
』
「
伽
御
伽
物
語
』
の
諮
本
」
(
「
鞠
岬
伊
国
文
」
第
十
八
号
、

一
九
八
一
年
)
な
ど
。

(
2
)

拙
稿
「
奇
談
か
ら
読
本
へ
」
(
吋
日
本
の
近
世
ロ
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九

一
一
一
年
)
、
向
「
「
奇
談
」
の
場
」
(
「
諮
問
文
」
第
七
十
八
樹
、
一
一

O
O二
年
)
。

(
3
)

近
畿
散
文
に
お
け
る
寓
一
言
論
に
つ
い
て
は
、
中
野
一
一
一
敏
出
馬
一
言
論
の
展



凋
」
(
吋
戯
作
研
究
』
中
央
公
論
社
、
九
八
一
年
)
が
詳
し
い
。

(
4
)

文
波
に
つ
い
て
は
浅
野
一
一
一
平
「
大
江
文
披
の
生
波
と
思
想
」
『
近
視
中
期

小
説
の
研
究
』
(
桜
御
社
、
一
九
七
五
年
)
、
中
野
一
一
一
敏
「
大
江
文
放
の
こ

と
」
「
経
済
往
来
」
一
九
六
五
年
七
月
号
等
参
照
。

(
5
)

こ
の
点
、
中
野
一
一
一
敏
先
生
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(
6
)

似
婆
に
つ
い
て
は
土
給
実
吉
「
河
内
允
折
口
熔
』
(
全
図
書
房
、
一
九
回
二

年
)
な
ど
参
照
。

(
7
)

た
と
え
ば
吋
線
記
い
享
保
十
ニ
年
八
月
略
目
に
猪
街
代
兼
竹
の
話
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
挿
誌
が
録
さ
れ
て
い
る
。
連
歌
の
席
で
秀
吉
が
「
奥
山
に
紅
紫

ふ
み
わ
け
な
く
ほ
た
る
」
と
し
た
と
こ
ろ
、
紹
巴
に
「
蛍
の
附
く
」
と
い
う

託
数
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
、
秀
市
は
一
小
限
一
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
細
川
幽
斎
が

居
合
わ
せ
、
「
蛍
の
隙
く
」
と
い
う
託
歌
を
披
漉
し
た
の
で
、
秀
吉
は
大
い

に
機
嫌
を
よ
く
し
た
。
翌
日
紹
巴
が
不
調
法
を
詫
び
、
該
歌
が
何
の
集
に
入

る
の
か
を
問
う
と
、
幽
涜
は
「
ア
レ
ホ
ド
ノ
人
目
一
何
ノ
一
一
位
歌
所
ゾ
ャ
。
キ
ノ

フ
ノ
歌
ハ
我
等
ガ
医
歌
也
」
と
一
一
お
っ
た
と
い
う
。
秀
吉
四
年
度
の
人
間
に
託
歌

の
こ
と
な
ど
ど
う
で
も
い
い
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
幽
斎
の
態
度
で
あ
る
。
向

者
は
近
衛
家
照
の
話
を
、
頻
繁
に
家
烈
の
許
に
参
上
し
た
医
者
の
山
科
道
安

が
間
決
闘
し
た
も
の
だ
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
い
て
も
、
堂
上
側
か
ら
見
た

秀
合
口
が
ど
う
い
う
存
夜
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
捻
測
さ
せ
る
に
十
分
な

記
事
で
あ
ろ
う
。
「
常
山
紀
談
』
に
も
類
話
が
あ
る
。

(
8
)

似
雲
の
風
雅
は
西
村
逮
印
式
吋
雨
中
間
答
』
(
安
永
七
〈

巻
二
に
お
い
て
も
、
榔
捻
的
に
儲
か
れ
て
い
る
。

七
七
八
〉
京
刊
)

〔
付
記
〕

吋
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
の
綴
字
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
京
都
大
学
附
印
刷
図
書
銀
、
資
料

開
問
覧
で
お
世
話
に
な
っ
た
神
谷
勝
広
氏
・
内
藤
記
念
く
す
り
際
物
館
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
一
部
は
「
近
ぽ
後
期
江
戸
・
上
方
小
説
に
お
け
る
相

互
交
流
の
研
究
」
共
同
研
究
会
(
二

O
O五
年
八
月
一
一
一

O
臼
、
於
広
島
大
学
)
に

お
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
席
上
免
震
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
研
究
会
メ
ン
バ
ー
諸
氏

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
文
放
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
教
示
を
賜
っ
た
中
野
一
一

敏
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

附
、
司
怪
談
と
の
ゐ
袋
』
巻
一
の
一

門
凡
山
内
】

一
底
本
に
は
京
都
大
学
関
係
図
議
館
所
蔵
本
を
用
い
る
。

一
漢
字
表
記
は
原
則
と
し
て
新
字
体
と
す
る
。

一
溺
点
・
句
読
点
・
引
用
符
を
私
に
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
振
り
仮
名
は
岡
山
本
通
り
と
す
る
。

門
翻
{
子
】
み
や
こ
と
ゆ
ら
く
与
、
J
り

部
衆
楽
旧
地
ゆ
め
物
語
の
事

い

ぬ

を

か

ざ

与

な

に

は

づ

け

ぜ

わ

明
和
み
つ
戊
の
年
、
郊
の
東
岡
崎
と
い
ふ
処
に
難
波
浮
の
よ
し
あ
し
の
世
話
を

の

が

し

ば

い

ほ

か

4

お

さ

ゆ

た

カ

子
に
ゆ
づ
り
、
伎
を
遁
れ
で
柴
の
熔
刷
幽
か
に
す
み
な
せ
ど
、
朝
夕
の
け
ふ
り
銭
に

た

っ

た

こ

》

さ

い

が

つ

っ

と

く

い

ん

し

わ

か

こ

こ

ろ

d

能
回
鴻
衡
と
口
ヴ
せ
る
有
徳
の
同
何
十
ム
あ
り
。
和
歌
の
遂
に
志
し
あ
っ
く
、
つ
ね
に

お

y

与

ろ

ん

さ

せ

ん

ま
じ
は
る
友
ど
ち
数
し
ま
の
奥
義
を
論
じ
て
は
お
の
れ
答
撲
法
師
も
お
さ
/
¥
を

げ

ん

じ

い

と
ら
じ
と
、
わ
が
路
は
部
の
東
に
あ
り
な
が
ら
た
つ
み
あ
が
り
な
声
し
て
源
氏
伊

仕

ひ

じ

じ

さ

ん

勢
物
語
つ
れ
/
¥
官
今
な
ど
の
秘
事
を
語
り
、
此
道
し
れ
り
と
自
讃
が
ほ
す
る
。

ひ
ろ
Lved

〈
マ
マ
)

類
を
も
て
友
と
す
れ
ば
友
と
な
る
人
も
あ
る
広
き
世
の
中
、
頃
は
む
っ
き
廿
臼

こ

〉

さ

い

し

ゅ

ん

は

り

3
あ
ん

の
す
へ
っ
か
た
、
鴻
瀦
が
友
に
松
山
谷
甫
・
池
沼
立
路
と
い
へ
る
も
の
あ
り
し
が
、

ぜ
い
び
与
!ι

っ

か

へ

も

り

く

わ

ん

つ

P

一
一
一
人
打
つ
れ
て
北
野
の
悶
忠
勝
に
も
う
で
帰
る
さ
、
下
の
森
に
樹
氏
、
段
上
人
の
ひ
ら

て

ん

り

ん

じ

お

り

や

仁

ゆ

か
れ
し
い
駐
輪
寺
の
茶
所
に
立
よ
り
、
し
ば
し
道
の
つ
か
れ
を
い
か
ふ
折
か
ら
、
策

ち

い

ん

し

よ

う

急

つ

楽
と
い
ふ
所
に
ふ
か
く
知
羽
田
と
す
な
る
尼
崎
少
休
と
い
へ
る
老
人
、
お
も
は
ず

も
此
茶
所
に
米
り
、
た
が
ひ
に
顔
見
あ
わ
せ
、
ま
づ
券
の
こ
と
ぶ
き
を
初
ベ
代
、

ニ
一
ウ
ー
さ
い
i
レ
ト

?
J
A
U
》

鴻
粥
刷
少
休
に
む
か
ひ
て
出
叩
け
る
は
、
「
け
ふ
は
nn
も
た
か
け
れ
ば
、
資
翁
の
路
に

あ
ひ

立
よ
り
年
始
の
礼
も
附
さ
ん
と
お
も
ひ
し
。
こ
れ
は
よ
さ
と
こ
ろ
に
で
逢
け
る
も

く
る
う

の
か
な
」
と
訪
れ
ば
、
少
休
大
き
に
悦
び
、
「
そ
れ
こ
そ
即
応
老
が
心
の
通
ぜ
し
も

ら

や

っ

か

ひ

の
か
。
明
日
は
銘
茶
を
し
ん
ぜ
た
く
、
わ
ざ
/
¥
伎
を
以
て
附
べ
き
所
、
か
く
一
一
一

期制字
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人
な
が
ら
打
そ
ろ
ひ
来
り
給
ふ
こ
そ
熔
し
け
れ
」
と
て
、
そ
れ
よ
り
少
休
が
楽
楽

あ

ん

は

ん

し

ょ

や

の
降
に
と
も
な
ひ
帰
り
夕
飯
を
も
う
け
ぬ
れ
ば
、
迷
オ
ザ
に
初
夜
を
つ
く
。
少
休
か

ね
の
を
と
を
閤
て
、
「
い
さ
や
こ
よ
ひ
は
は
や
く
や
す
み
た
ま
へ
。
け
ふ
は
迷
路

を
あ
る
き
た
ま
へ
は
さ
ぞ
や
っ
か
れ
給
は
ん
」
と
、
よ
る
の
物
と
り
出
し
て
一
一
一
人

を
ふ
せ
さ
せ
け
る
。
一
一
…
人
け
ふ
の
つ
か
れ
に
や
、
枕
と
る
と
は
や
前
後
も
し
ら
ず

っ

さ

い

し

ゅ

ん

は

り

J

あ

ん

お

こ

お

ど

ろ

ふ
し
ぬ
。
し
ば
し
あ
り
て
鴻
驚
・
各
市
・
立
熔
と
一
一
一
人
を
ゆ
り
起
す
に
終
き
、
三

人
一
向
に
安
き
て
み
れ
ば
上
下
さ
は
や
か
に
務
た
る
少
人
枕
の
上
に
た
て
り
。

「
こ
は
い
か
に
。
宵
に
兇
ざ
り
し
少
人
な
る
が
」
と
、
心
を
し
づ
め
四
万
を
み
れ

し

ゃ

う

く

ん

ご

し

ょ

ば
さ
も
広
大
な
る
金
殿
玉
楼
あ
た
り
か
〉
や
さ
、
さ
な
が
ら
天
子
将
軍
の
御
所

と
も
い
〉
つ
べ
き
結
構
な
り
。
一
一
一
人
わ
が
身
を
み
れ
ば
、
い
ま
〉
で
臥
呉
ひ
き
か

d

し

ゐ

く

わ

く

づ
き
臥
隠
た
り
し
に
、
臥
同
国
一
(
枕
ゃ
う
の
物
も
な
く
、
本
よ
り
少
休
の
熔
の
さ
ま
は

ほ

う

ぜ

ん

ざ

ん

し

か
た
ば
か
り
も
な
し
。
「
こ
は
い
か
に
」
と
一
一
一
人
定
然
と
し
て
暫
時
立
か
ね
た
る

を
、
か
の
少
人
「
は
や
く
/
¥
」
と
ひ
き
立
て
奥
の
方
へ
と
も
な
ふ
に
、
長
廊
下

く

う

で

ん

だ

ん

ゐ

い

く

わ

ん

を
渡
り
て
ひ
と
つ
の
宮
殿
に
い
た
れ
ば
、
爽
の
ト
ム
段
に
威
た
か
く
衣
冠
せ
る
人
、

御
簾
た
か
く
ま
か
せ
て
座
し
た
ま
へ
ば
、
左
右
に
列
践
せ
る
人
も
凡
人
な
ら
ず
見

か
の

へ
に
き
。
三
人
は
っ
と
平
伏
し
な
が
ら
、
彼
少
人
に
、
「
あ
れ
に
わ
た
ら
せ
給
ふ

は
い
か
な
る
御
方
な
り
や
」
と
線
ぬ
れ
ば
、
か
の
少
人
さ
さ
や
き
け
る
は
、
「
あ

て

ん

た

と

よ

と

み

冷

た

い

さ

れ

り

れ
こ
そ
殿
下
豊
臣
秀
吉
公
に
て
波
ら
せ
給
ふ
。
左
右
は
福
島
左
衛
門
大
夫
、
片
椀

と
フ
と
2

げ

3

、

じ

よ

と

う

市
之
主
、
加
藤
虎
之
助
、
大
谷
刑
部
、
石
悶
治
部
等
」
と
申
特
に
、
殿
下
、
一
一
一
人

は

ん

と

ら

わ

か

を
ち
か
く
召
れ
、
御
盃
を
下
さ
れ
仰
せ
け
る
は
、
「
今
日
汝
等
は
和
歌
の
道
に

志
ふ
か
く
歌
設
を
よ
く
じ
ゅ
く
ど
く
す
と
間
り
。
我
汝
昨
一
守
に
尋
ぬ
る
十
字
あ
り
。
泌

氏
物
語
の
榊
の
巻
に
あ
な
る
と
の
ゐ
も
の
〉
袋
の
事
は
い
か
Y
心
得
た
る
ぞ
」
と

と
は
せ
給
ふ
。
鴻
驚
つ
〉
し
ん
で
出
叩
け
る
は
、
「
御
誌
に
ま
か
せ
お
そ
れ
な
が
ら

ゃ
く

愚
認
を
ゆ
上
ベ
し
。
と
の
ゐ
も
の
〉
袋
と
中
は
大
内
に
で
悉
を
い
た
す
我
役
の
次

す

こ

っ

、

も

つ

第
を
し
ら
ん
た
め
に
札
の
や
う
に
け
づ
り
双
六
の
筒
の
や
う
な
る
物
に
入
て
持
を

れ

い

ら

く

じ

p
d

ん

出
甲
山
出
。
源
氏
の
容
務
せ
ら
れ
し
持
分
に
て
候
へ
ば
左
様
の
ば
ん
な
ど
も
な
き
よ
し

こ

た

へ

ひ

で

よ

し

こ

フ

を
申
に
で
伎
な
ら
ん
」
と
答
出
叩
け
れ
ば
、
秀
吉
公
か
し
ら
を
ふ
ら
せ
絵
ひ
、
「
そ

れ
こ
そ
大
き
に
心
得
た
が
え
る
事
な
り
。
学
部
王
認
に
天
慶
九
年
九
月
十
日
綴
人

じ

ゃ

う

の

お

と

の

ゐ

こ

ろ

も

み

こ

と

の

り

や

ぷ

右
衛
門
尉
中
原
助
信
が
宿
践
の
衣
を
認
し
て
裂
り
給
ふ
と
あ
り
。
四
疋
は
主
上

亡

ん

さ

ふ

り

ひ

っ

一

、

み

殿
上
の
侍
に
お
は
し
ま
し
て
助
信
が
身
に
し
た
が
ふ
裂
の
中
の
紋
色
す
こ
ぶ
る

ふ

か

り

ん

マ

の

こ

と

の

り

や

ぷ

つ

深
か
り
し
を
御
，
見
じ
て
詔
し
て
裂
し
め
給
ふ
と
ぞ
。
此
記
に
は
っ
、
み
と
街
り
。

袋
の
{
予
を
つ
〉
み
と
よ
む
。
た
い
〉
徳
次
の
袋
の
事
な
り
。
こ
れ
を
源
氏
に
と
の
ゐ

す
る
も
の
も
や
う
/
¥
稀
に
な
り
し
と
い
は
ん
と
て
と
の
ゐ
も
の
〉
袋
お
さ
/
¥

み
え
ず
と
は
替
り
。
若
紫
の
殺
に
も
{
街
直
袋
と
り
に
つ
か
は
す
と
あ
り
て
、
こ
と

な
ん
ち

な
る
義
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
秘
古
学
と
云
伝
へ
た
り
。
汝
等
つ
ね

p
j」
と
な
る

で

ん

じ

ゅ

い

ご

与

ょ

こ
と
の
や
う
に
人
に
伝
授
秘
伝
な
ど
、
て
人
を
あ
や
ま
た
し
む
、
日
後
か
L

るい燈

5
よ
れ
ん

事
を
伝
へ
で
人
を
ま
ど
は
し
む
一
問
中
な
か
れ
」
と
、
殊
の
外
い
ま
し
め
給
ひ
て
御
簾

A
O
ぶ川
M

や
め
仲
ゆ

さ
が
り
ぬ
。
一
一
一
人
大
き
に
お
そ
れ
で
流
る
、
汗
身
を
し
た
し
御
前
を
た
っ
と
お
も

た

ろ

ま

あ

ま

あ

ん

お

く

よ

し

へ
ば
忽
ち
夢
さ
め
て
、
尼
崎
少
休
が
庵
の
奥
の
問
に
三
人
臥
ゐ
た
り
。
こ
は
介
¥

一
一
一
人
閉
じ
夢
を
見
し
こ
と
を
あ
る
じ
に
語
れ
ば
、
少
休
手
を
う
っ
て
「
抑
も
/
¥

不
思
議
な
る
か
な
。
わ
れ
此
猿
楽
に
来
り
住
居
し
で
よ
り
す
で
に
一
一
一
年
に
な
り
ぬ
。

た
い
か
う
ひ
で

ま
れ
に
客
を
一
宿
さ
せ
ぬ
る
た
び
ご
と
に
十
人
が
十
人
な
が
ら
太
閤
秀
吉
公
の
猿

楽
の
御
所
に
ま
い
り
し
夢
を
見
る
、
し
か
し
そ
の
ゆ
め
み
る
と
こ
ろ
は
奥
の
一
ト

悶
の
み
。
外
の
聞
に
ふ
す
も
の
更
に
み
ず
」
と
か
た
り
け
る
ぞ
。
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